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画像ファイリングシステム「Claio」のユーザー数が 1,500 件を超えました 
 

 
当社は、主力製品である画像ファイリングシステム「Claio」のユーザー数が 1,500 件を突破したこと

をお知らせいたします。 
 
「Claio」は、院内の様々なデータを効率よく統合管理し、価値ある利用を行う為の機能を搭載した、

医療用データマネジメントシステムです。2003 年 10 月の発売開始以来、当製品は大規模病院を中心に
多くの国内医療機関へ導入され、20 年にわたり診療フローの効率化を支えてまいりました。 

 
 
かつて、医療検査画像やそれに付随するデータは検査機器それぞれに保存されていたため、患者を中

心に据え、診療科を横断して画像を共有できるシステムは存在しませんでした。当社は、当時の非効率
な管理方法を医療機関が抱える課題と認識し、これを解決するために「Claio」を開発いたしました。 



「Claio」では、検査画像の横断的な閲覧に加え、データの書き込みも可能であり、情報の二次利用や
インフォームドコンセントの実現に大きく貢献します。当製品を使用することで、医療者は検査画像を
用いたわかりやすい説明を患者に提供でき、また自由に情報を保存できるようになりました。検査画像
管理の在り方を変え、患者中心のアプローチを実現する画期的なソリューションとして高く評価された
ことで、「Claio」の導入数は 2023 年 10 月 31 日時点で 1,500 件に上り、採用先はデータ管理が煩雑な大
規模病院からクリニックに至るまで多岐にわたります。 

 
当社は、今や院内情報管理の定番機能となった「Claio」をはじめ、診療効率を改善する様々なソリュ

ーションやサービスの提供を通じ、医療の質の向上に寄与しております。一方、大規模病院や薬局、患
者を情報で繋ぐクラウドサービスのブランド「PiCls」を立ち上げるなど、直近では地域ごとの医療コミ
ュニティの形成を見据えた製品開発を推進するとともに、医療情報の新しい管理の在り方を見据えたコ
ンサルティングサービスの提供にも注力しております。今後もより良い医療、住みよい社会の実現を目
指すべく、医療分野に価値を提供するための挑戦を続けてまいります。 

 
Claio 製品概要：https://findex.co.jp/products/medical/claio/index.html 
 

以上 


